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図9　　図7と同じ地震の1日分の波形記録（上下動成分）のフーリエスペク
　　　　トル図一横軸は周波数で1～5mHzの範囲を示す．上から菅野観測
　　　　点，館山観測点，清水観測点，及び，銚子観測点のスペクトル図を表
　　　　す．PREMによる地球自由振動基本モード（1・6～43）の理論周波数を
　　　　点線で示す．
Fig，9　Fourier　spectra　of　the　seismogram　shown　in　Fig．7．CHS，SGN，
　　　　SMZ，and　TYM　represents　the　Choshi，Sugeno，Shimizu，and
　　　　Tateyama　stations，respective1y．Data　length　used　in　calcu1ation　is
　　　　1day．　Theoretica1frequencies　of　the　fundamental　spheroidal
　　　　modes　of　the　earth’s　free　oscil1ations　from　PREM　are　indicated　by
　　　　dotted　lines．
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東・東海微小地震観測網の処理結果を用いているため，この観測網の外で発生した地震の波
形データは自動で収集されない．広帯域地震計は，その名の通り，記録できる周波数帯域が
広いため，遠地大地震の波形も記録することができる．図7に，1994年にボリビア北部で発
生したMw8．2の深発地震の波形記録を示す．こうした遠地大地震の場合，地震波形に含ま
れる主要な周波数成分は低いが，地震による地球の振動自体は時として数日問にわたって続
く．Quanterra杜のプロセッサは連続データバッファに1Hzと0，1Hzサンプリングのデー
タも蓄えているので，こうした遠地地震のデータも残す意味で，O．1Hzサンプリングのデー
タを図8に示すアルゴリズムで，毎日午前6時に前日の1日分のデータをダイアルアップす’
ることにした．図9は図7に示した地震の1日分の波形記録のスペクトルを示したもので，
全ての観測点で地球自由振動による共振ピークがよく観測できる．
　また，今回電子メール配送という形で，自動処理結果の公開に踏み切ったが，こうしたデー
タを研究所の外部のユーザに提供していくことは，地震予知計画に関わる国立研究所として
当然果たすべき責務であると言えよう．従来，日本の場合，大学をはじめとする研究機関が
収集・解析したデータの公開に関しては，様々な理由から，残念ながら余り進んでいないの
が現状である．今回，一部とは言え，防災科研の最新のデータを，電子メールで（ほぼ無条
件に）配送することにより，こうしたデータ公開の現状を打破することに役立つものと考え
られる．計算機の国際ネットワークであるインターネットはここ数年で著しい進展を遂げて
いる．特に最近になって始まった，インターネットの商用サービスは，接続される組織の数
を飛躍的に増大させている．今後は今回開始した地震情報の電子メール配送だけでなく，地
震の検測値や波形データ等についても，例えばanonymousftpやWWWサーバのように，
インターネットを利用した形で提供できるような体制を検討すべき時期にさしかかっている
と言える．
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